
Ⅰ．略　　歴
１９５３年６月　　福岡県に生まれる
１９７７年３月　　京都大学工学部建築系学科卒業
１９７９年３月　　京都大学大学院工学研科建築学専攻修士課程修了
１９７９年４月　　株式会社京都建築事務所入社
１９９４年９月　　熊本大学大学院自然科学研究科環境科学博士課程修了
１９９５年３月　　株式会社京都建築事務所退社
１９９５年４月　　立命館大学産業社会学部助教授
１９９８年４月　　立命館大学産業社会学部教授
２０１９年３月　　学校法人立命館立命館大学定年退職
２０１９年４月　　立命館大学名誉教授

　（主な学内役職歴）
１９９８年４月～１９９９年３月　　産業社会学部学生主事
２０００年４月～２００１年３月　　夜間主コース・社会人担当主事
２００５年４月～２００６年３月　　産業社会学部副学部長
２００８年７月～２０１１年７月　　全学評議委員会委員
２００９年９月～２０１２年３月　　サービスラーニング副センター長

Ⅱ．専門分野
専門分野　地域研究，都市計画・建築計画
担当科目　居住環境デザイン論，参加のデザイン論，科学・技術と社会
学位　　　学術博士（熊本大学，１９９４年９月）
研究課題　「住民参加の計画」・コミュニティガバナンス
所属学会　日本建築学会，コミュニティ政策学会，日本生活学会

Ⅲ．主な研究業績
　著　　書
１．（共著）『これからの集合住宅づくり』（延藤安弘・熊本大学延藤研究室著，晶文社，１９９５年）８５-１０１，
１６３-１９２頁

２．（共著）『対話による建築・まち育て─参加と意味のデザイン』（延藤安弘他著，学芸出版社，２００３年）
５８-８２頁
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３．（共編著）『マンションをふるさとにしたユーコート物語─これからの集合住宅育て』（乾亨・延藤安
弘編著，昭和堂，２０１２年）全３０６頁

　論　　文
１．（共著）「居住者要求に対応した住宅平面の総合評価─H.フライによる住宅評価法」（延藤安弘，『住

宅』２６巻１０号，１９７７年）６２-６９頁
２．（共著）「居住者要求に対応した住宅平面の機能性評価（１）」（延藤安弘・小川正光，『建築技術』７９年
１２月号，建設省建築研究所監修，１９７９年）１７１-１８３頁

３．（共著）「居住者要求に対応した住宅平面の機能性評価（２）」（延藤安弘・小川正光，『建築技術』８０年
１月号，建設省建築研究所監修，１９８０年）１５３-１６７頁

４．（共著）「共感と合意による集合住宅─原山台コープ・コープ方式による都心型集合住宅─都住創う
つぼ住宅」（梶山秀一郎・石原一彦，『建築知識』，１９８２年）６６-１３０頁

５．（共著）「プロセスからものへ─ユーコートの歩みをたどる」（梶山秀一郎，『建築文化』No.４７３ Vol.４１，
彰国社，１９８６年）２３-５０頁

６．（単著）「コーポラティブ住宅ユーコート」（『建築技術』１９９１年１１月号別冊『これからの集合住宅計画
手法のすべて』，建設省建築研究所監修，１９９１年）１２６-１２９頁

７．（共著）「共同建替の島々がまちのなかに生成・連鎖する〈状況のデザイン〉」（延藤安弘，『at』１９９２年
１２月号，デルファイ研究所，１９９２年）３１-３９頁

８．（共著）「カルチェ・ダムール　マインド・ネットワーキングによる木賃住宅の共同建替」（延藤安弘，
『at』１９９３年４月号，デルファイ研究所，１９９３年）５９-６６頁

９．（共著）「住宅市街地における共同建替の課題と展望─上尾と門真の事例の示すこと」（延藤安弘，『都
市問題研究』４５巻７号，大阪市役所都市問題研究会編，１９９３年）１３３-１５４頁

１０．（共著）「価値づくりの計画プロセスにおける住み手の計画側への役割の浸透─ユーコートの計画プ
ロセスにおける住み手とコーディネーターの相互浸透性１」（延藤安弘・森永良丙，『日本建築学会
計画系論文報告集』４４６号，日本建築学会，１９９３年）５３-６３頁

１１．（共著）「町家と生活と文化の〈あいだ〉をデザインする　住み続けられる町づくりの仕掛け」（延藤
安弘，『建築文化』No.５６８ Vol.４９，彰国社，１９９４年）１４０-１４３頁

１２．（単著）「大家と店子という対立・隔絶の関係を強制・融合の関係にシフトさせた賃貸型コーポラテ
ィブ住宅〈あるじゅ〉」（延藤安弘，『at』１９９４年４月号，デルファイ研究所，１９９４年）４９-５７頁

１３．（単著）「集住環境計画における『参加』に関する研究─相互浸透的プロセスによる『価値づくり』の
計画」学位請求論文（１９９４年・熊本大学）全１８６頁

１４．（共著）「既成住宅市街地における共同建替の課題と展望─仕組みのデザインから状況のデザインへ」
（延藤安弘，『都市住宅学』６号，都市住宅学学会，１９９４年）８４-９５頁

１５．（共著）「価値づくりの計画プロセスにおける住み手の計画側への役割の浸透─ユーコートの計画プ
ロセスにおける住み手とコーディネーターの相互浸透性２」（延藤安弘・森永良丙，『日本建築学会
計画系論文報告集』４５９号，日本建築学会，１９９４年）６９-７７頁

１６．（単著）「建築のデザインから参加のデザインへ─新地団地Aと北方みずき団地にみる集合住宅計画
の２つの流れ」（『住宅会議』第３６号，日本住宅会議，１９９６年）６-１０頁
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１７．（共著）「自主防災組織の構成と活動実態に関する研究報告書」（石見利勝，立命館大学震災プロジェ
クト『阪神・淡路大震災総合研究論文集』，１９９６年）

１８．（単著）「神戸市真野地区復興まちづくり」（『CONTEXT』vol.３，シティウェア研究所，１９９６年）２１-
３７頁

１９．（共著）「しなやかな市民参加型復興まちづくり」（笹谷康之・高田研，『地域開発』３８１号，１９９６年）
４２頁

２０．（共著）「地域住民と行政のパートナーシップによる（防災）まちづくりに関する研究報告書─清水学
区における実践活動を通して─」（乾ゼミ清水班，京都市委託研究報告書，１９９８年）全６３頁

２１．（単著）「『参加』における『合意，決定』とはなにか─真野まちづくりから学ぶ『状況のデザイン』
の力─」（立命館大学震災プロジェクト『阪神・淡路大震災総合研究論文集』，１９９８年）２４３-２４９頁

２２．（単著）「蘇る下町コミュニティ─東尻池コート」（『造景』No.１５，建築資料研究所，１９９８年）８３-１０６頁
２３．（共著）「網目状の人のつながりをつくる─神戸市長田区真野地区にみる〈安心〉まちづくり─」（立

命館大学震災復興研究プロジェクト編『震災復興の政策科学』，有斐閣，２００２年）１１３-１３６頁
２４．（共著）「阪神・淡路大震災からの復興─長屋の共同再建『東尻池コート』の事業記録」（宮西悠司・

柴山直子，『調査研究期報』No.１１５，独立行政法人都市再生機構，１９９８年）５５-８３頁
２５．（共著）「高齢者の『安心・自立居住』を『まち』で支える『地域力』の実践的研究」（延藤安弘・宮

西悠司・森永良丙・森詳子・大森靖子，『住宅総合研究財団研究年報』No.２６，財団法人住宅総合研
究財団，２０００年）３１１-３２２頁

２６．（共著）「東尻池コート─東尻池町７丁目立江地区共同建替計画」（柴山直子，『作品選集２０００』，日本
建築学会，２０００年）１１６-１１７頁

２７．（単著）「都市計画から参加のまちづくりへ」（飯田哲也・中川順子・浜岡政好編著，『新人間性の危機
と再生』，法律文化社，２００１年）１２０-１４４頁

２８．（単著）「高齢者の『安心・自立居住』を可能にするコレクティブタウンの成立要件に関する実践的研
究─真野地区における高齢者の生活実態調査」（『立命館産業社会論集』３８巻３号，２００２年）３１-５１頁

２９．（単著）「中間的公共性としての地域コミュニティ」（『対話による建築・まち育て─参加と意味のデ
ザイン』，日本建築学会意味のデザイン小委員会，学芸出版，２００３年）５８-８２頁

３０．（単著）「まちづくり読本：機嫌よう暮らせるまちをつくろうやないか─京都からの発信」（『２１世紀
の日本を見つめる』，立命館大学現代社会研究会，２００４年）１７５-１８６頁

３１．（単著）「『延藤安弘的思考と実践』の源流をたどる」（延藤安弘編著，『人と縁をはぐくむまち育て』，
萌文社，２００５年）２０７-２１２頁

３２．（共著）「真野っこが語る真野の歴史」（大森靖子，『日本最長・真野まちづくり』，真野まちづくり推
進会，２００５年）１-３８頁

３３．（共著）「団地再生のための効果的手法の調査（その２）─経年変化したコーポラティブ住宅の評価／
ユーコート２０年をふりかえって─」（延藤安弘他，独立行政法人都市再生機構西日本支社・財団法人
住宅管理協会関西支部・NPO法人まちの緑側育くみ隊，２００６年）

３４．（単著）「２０年経ったいま，『ユーコート』という場を読み直す」（『第１５回都市環境デザインフォーラ
ム・関西「デザインの力」』，２００６年）２７-３３頁

３５．（単著）「地域まちづくりの新しい担い手─求められる『地縁も志縁も』型組織」（『都市研究京都』２０
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号，京都市総合企画局，２００７年）５７-７０頁
３６．（単著）「真野暴追運動見聞記」（『スクラム組んで～暴力団組事務所追放まで２９７日間の記録』，暴力団

組事務所追放等協議会，２００７年）８８-９２頁
３７．（単著）「『ふつうのまち』のまちづくりのススメ─京都市梅津学区」（『季刊まちづくり』１４号，学芸

出版社，２００７年）９３-９９頁
３８．（共著）「『活き活きした人生』を創出する高齢者のための居場所づくり」（延藤安弘・藤田忍，『住宅

総合研究財団研究年報』No.３３，財団法人住宅総合研究財団，２００７年）２８９-３００頁
３９．（単著）「子供の発達と住居４７：子供たちはユーコートからなにをうけとったか」（『住宅会議』第７０号，

日本住宅会議，２００７年）２９-３１頁
４０．（単著）「住民の力で暴力団を追い出したまち〈真野〉」（『季刊まちづくり』１７号，学芸出版社，２００７

年）１１２-１１８頁
４１．（単著）「京都市の地域組織とコミュニティ政策」（中川幾郎編著『コミュニティ再生のための地域自

治のしくみと実践』，学芸出版社，２０１１年）１２５-１３９頁
４２．（単著）「コミュニティの〈応災力〉に期待する」（『都市とガバナンス』１６号，公益財団法人日本都

市センター，２０１１年）１２５-１３９頁
４３．（単著）「『生き延びるための地域コミュニティ』を育む行政の立位置」（『第７４回全国都市問題会議・

都市の連携と新しい公共』，全国市長会，２０１２年）１４０-１４６頁
４４．（単著）「京都の住民自治組織とコミュニティ政策のいま」（『市政研究２０１４年冬号』No.１８２，大阪市政

調査会，２０１４年）６-１９頁
４５．（単著）「地域・住民のための『コミュニティ政策』をめざして」（『地域コミュニティと行政の新しい

関係づくり』，日本都市センター，２０１４年）１１-３２頁
４６．（共著）「立命館大学乾ゼミ２０年の軌跡」（乾ゼミ真野班，『つ・な・ご・う～震災の教訓を真野から発

信する』阪神淡路大震災２０周年事業実行委員会（真野地区まちづくり推進会），２０１５年）１０３-１２３頁
４７．（共著）「全世帯アンケートの取り組み」（深川光耀，『つ・な・ご・う～震災の教訓を真野から発信す

る』阪神淡路大震災２０周年事業実行委員会（真野地区まちづくり推進会），２０１５年）６９-９４頁
４８．（共著）「地域組織の活性化と新しい地域リーダー創出のための実践的研究～『真野まちづくり』の継

承と新展開を目指す取り組みを通して」（深川光耀他，『住総研研究論文集No.４１，２０１４年版』，一般財
団法人住総研，２０１５年）１０９-１２０頁

４９．（単著）「地域・住民側から見た『自治的協議会』の意味と活かし方」（『都市自治体とコミュニティの
協働による地域運営をめざして～協議会型住民自治組織による地域づくり』，都市自治体とコミュニ
ティの協働による地域運営に関する研究会編，公益財団法人日本都市センター，２０１５年）５３-７７頁

５０．（単著）「地域住民組織のあしたを考える（１）～地域住民組織は必要か」（『まちむら』１３０号，公益
財団法人あしたの日本を創る協会，２０１５年）３３-３５頁

５１．（単著）「地域住民組織のあしたを考える（２）～求められる地域住民組織のあたらしい『かたち』」
（『まちむら』１３１号，公益財団法人あしたの日本を創る協会，２０１５年）３３-３５頁

５２．（単著）「地域住民組織のあしたを考える（３）～地域コミュニティを束ねる地域組織のなかみ（ひと）
をつくる」（『まちむら』１３２号，公益財団法人あしたの日本を創る協会）３３-３６頁

５３．（単著）「地域住民組織のあしたを考える（４）～『地域と地域住民組織のあした』を創るために」（『ま
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ちむら』１３３号，公益財団法人あしたの日本を創る協会，２０１６年）３３-３７頁
５４．（単著）「地域住民組織の明日を考える（追補版）～地域コミュニティにとっての協議会型住民自治組

織の意味」（『まちむら』１３４号，公益財団法人あしたの日本を創る協会，２０１６年）３６-４０頁
５５．（単著）「地域住民組織は必要か・未来はあるか」（『都市問題』１０８巻１０号，公益財団法人後藤・安田

記念東京都市研究所，２０１７年）４９-６６頁
５６．（単著）「地方創生のいま，地域を元気に！」（逓信『耀２０１９年３月』，（社団法人）通信研究会，２０１９

年）１０-１４頁

　そ の 他
１．（共著）「わんぱく設計家による『遊び場』づくりワークショップ」（宮本日佐美，『住宅会議』第３１号，

日本住宅会議，１９９４年）２１-２３頁
２．（建築作品）「東尻池コート─真野・東尻池７丁目立江地区共同建替計画」（共同設計／コーディネー
ト，『日本建築学会作品選集２０００』，日本建築学会，２０００年）１１６-１１７頁

３．（翻訳監修）「台湾社区総体営造の軌跡」（台湾行政院文化建設委員会／１９９９年５月，江鴻儒 訳，台湾
まちづくり研究会 編，人と防災未来センター・こうべまちづくりセンター 発行，２００４年）

４．（共著）『市民参加こんなんえーやん宣言!? 京都市市民参加推進フォーラムからの提言』（京都市市民
参加推進フォーラム共同提言，２００６年）

５．（共著）「コーポラティブ住宅ユーコート２０年の軌跡研究の目的と方向─ユーコート２０年にみる集住
文化形成の軌跡（１）」（延藤安弘・小杉学・森麻里子，『２００６年日本建築学会大会学術講演梗概集』，
日本建築学会，２００６年）２７３-２７４頁

６．（共著）「コーポラティブ住宅ユーコート２０年の軌跡研究の目的と方向─ユーコート２０年にみる集住
文化形成の軌跡（２）」（延藤安弘・小杉学・森麻里子，『２００６年日本建築学会大会学術講演梗概集』，
日本建築学会，２００６年）２７５-２７６頁

７．（共著）「コーポラティブ住宅ユーコート２０年の軌跡研究の目的と方向─ユーコート２０年にみる集住
文化形成の軌跡（３）」（延藤安弘・小杉学・森麻里子，『２００６年日本建築学会大会学術講演梗概集』，
日本建築学会，２００６年）２７６-２７７頁

８．（共著）「住生活の経年変化と住戸改造の特徴　ユーコート２０年にみる人間─空間関係変容の軌跡
（１）」（森永良丙・延藤安弘・福田由美子・安井雄治，『２００６年日本建築学会大会学術講演梗概集』，日
本建築学会，２００６年）１１１-１１２頁

９．（共著）「住生活の経年変化と住戸改造の特徴　ユーコート２０年にみる人間─空間関係変容の軌跡
（２）」（森永良丙・延藤安弘・福田由美子・安井雄治，『２００６年日本建築学会大会学術講演梗概集』，日
本建築学会，２００６年）１１３-１１４頁

１０．（共著）『京都市地域コミュニティ活性化に関する懇話会報告書』（京都市地域コミュニティ活性化検
討委員会，２０１０年）

１１．（単著）「コミュニティ政策学会第１４回大会・分科会報告『地域コミュニティのマネジメント』」（『コ
ミュニティ政策１４』，東信堂，２０１６年）１４１-１４２頁
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Ⅳ．社会における活動
１９９６年４月～２０１１年３月　　財団法人京都市景観・まちづくりセンター評議員
１９９８年４月～２００１年３月　　京都市基本構想等審議会委員
１９９８年４月～２００１年３月　　京都市右京区基本計画策定懇談会座長
１９９８年４月～２００１年３月　　千本楽只まちづくり委員会委員
１９９８年４月～２００２年３月　　千本楽只新１棟（公営住宅）建替ワークショップ　コーディネーター
２０００年１０月～　　　　　　　梅津学区まちづくり委員会アドバイザー
２０００年４月～２００１年３月　　長岡京市まちづくり支援センター構想会議　アドバイザー
２００１年４月～２００２年３月　　大津市市民参加推進研究会座長
２００１年４月～２０１３年３月　　NPO法人「長岡京市民活動サポートセンター」運営委員理事
２００１年４月～２０１０年３月　　京都市すまい・まちづくり活動支援制度審査会審査員
２００１年４月～２００３年７月　　右京区まちづくり円卓会議座長
２００２年４月～２００３年７月　　京都市行政区制度検討調査会委会
２００２年４月～２００３年８月　　太秦東部地区まちなみ形成等検討委員会委員
２００３年３月～２００３年８月　　右京区新総合庁舎計画づくりワークショップ　コーディネーター
２００４年３月～　　　　　　　大学コンソーシアム京都・大学地域連携創造・支援事業審査委員（１３年座

長）
２００４年９月～２００７年３月　　京都市市民参加フォーラム副座長
２００７年４月～２００９年３月　　京都市市民参加フォーラム座長
２００８年４月～２０１０年３月　　京都市地域コミュニティ活性化推進懇話会座長
２０１０年４月～２０１１年３月　　京都市地域コミュニティ活性化検討委員会座長
２０１０年４月～２０１１年３月　　京都市基本計画検討委員会委員（市民生活部会長）
２０１１年４月～２０１２年３月　　大津市結プラン座長
２０１１年４月～２０１２年３月　　京都府命の里委員
２０１２年４月～２０１５年３月　　公益法人京都市景観・まちづくりセンター理事
２０１３年４月～２０１４年３月　　公益財団法人日本都市センター コミュニティ活性化に関する研究会委員
２０１４年３月～　　　　　　　豊中市市民公益活動推進委員会委員
２０１４年３月～２０１５年３月　　都市自治体とコミュニティの協働による地域運営に関する研究会：都市セ

ンター
２０１５年４月～　　　　　　　公益法人京都市景観・まちづくりセンター評議員
２０１６年４月～２０１７年３月　　向島ニュータウンまちづくりビジョン検討会委員
２０１７年４月～　　　　　　　向島ビジョン推進会議（向島NT地域団体＋京都市）顧問

以上　
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